


令和８年度合同会社豊

第２回地域連携推進会議



次第

1．1号館、２号館施設見学 13:00～13:30

2．開会挨拶 13:40～13:45

3. 委員紹介 13:45~13:50

4．地域連携推進会議の概要 13:50～13:55

5. 合同会社豊の概要 13:55~14:00

6．グループホームの生活．季節のイベント．避難訓練 14:00~14:05

7．インシデント・アクシデント報告．苦情報告 14:05～14:10

8. グループホームの利用料の収支報告 14:10~14:20

9．質疑応答：委員の方から利用者様、職員への質問 14:20~14:40

10．閉会挨拶 14:40~14:50



開会挨拶

本日は、お忙しい中お越しいただきありがとうございます。

今年度から障害者グループホームにおいても地域連携推進会議を開催することが
義務化されましたので、皆様にご協力賜りましてこういう場を設けさせていただ
きました。



委員の紹介

A様

B様

徳洋福祉会D様

佐々木誠弥税理士事務所
E様 欠席 資料のみ

４号館お隣C様

合同会社豊一期家
山根



地域連携推進会議の目的・内容・効果

目的：

事業所と地域との連携により

①利用者と地域との関係づくり

②地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進

③サービスの透明性・質の確保

④利用者の権利擁護を目的に、事業所が設置する外部の目を入れた会議

内容：

会議の開催：地域連携推進会議委員との情報共有・意見交換

施設訪問：職員や利用者との関係づくり

事業所の環境や事業運営の確認

効果：

利用者：質の高い支援が受けられる

事業所：地域での運営がしやすくなる



地域連携推進会議とは
以下の目的を達成するために施設が利用者、利用者ご家族、地域の関係者などで

構成した会議を開催したり、会議の構成員が施設に訪問したりします。





合同会社豊の会社概要
■商号：合同会社豊

■本店所在地：〒560-0055 大阪府豊中市柴原町5-3-19

■設立日：2018.8

■代表社員：山根 久美子

■資本金：４００万円

■事業内容：介護福祉業

【代表挨拶】

私の前職は看護師です。障害を持つ方の生活を支えたい、障害者グループ
ホームをつくりたいと思ったきっかけは、妹です。精神の病に苦しみ、日
常生活もままならなくなり一時は廃人のような生活を送っていました。
当人も苦しいですが 家族も大変苦しみました。幸い、治療の甲斐あって
普通の生活が送れるようになりました。その時に受診と内服と社会資源の
必要性を強く感じ、妹のような思いをしている方のサポートがしたいと、
思うようになりました。

特に、精神病院を退院できる状態にも関わらず受け入れ先がなく長期入院
を強いられている方の地域移行をしたいと思いこの職に携わることとなり
ました。



合同会社豊の理念
「人間福祉」と「動物福祉」の追求

合同会社豊の基本方針
・障害者が安心して暮らせる「居場所」を提供する

・障害者が働く意欲を取り戻せる「環境」を提供する

・障害者が成長できる支援を行う

・動物介在活動により障害者のQOLを向上させる

・保護犬の命を救い出すための場をつくる



一期家のグループホーム



一期家5号館

R8.7.1開設



グループホームの生活・季節のイベント
グループホームの１日
利用者 生活支援員、世話人

朝

起床、バイタルサイン測定

健康状態の確認、朝食の用意、食事・着替えなど
の支援、服薬管理、共有部分の清掃 など

朝食、服薬

利用者出勤

昼

日中活動（平日）
•就労継続支援B型

•生活介護 など

日中活動（休日）
•余暇活動

利用者が、住居にいる場合は、日中支援を行うこ
ともあります。

夕・夜

利用者帰宅

夕食の用意、健康状態の確認（バイタルチェック
など）、食事・洗濯・入浴・着替えなどの支援、
相談支援、金銭管理、服薬管理など

夕食・服薬、団らん、余暇活
動

洗濯・入浴

就寝



お仕事リスト



予定表



医療連携・内服管理



排便・水分制限など



お小遣い管理



防災グッツ・備え





季節のイベント
🌊ダイビング、🍖バーベキュー



季節のイベント
🎃ハロウィン💀
🎂お誕生日会🎉



🎄クリスマス会、🎂誕生日会🎉
🎤カラオケ大会inジャンカラ豊中店



R７年度インシデント・アクシデント報告

67%

19%

9%

5%

内訳

内服

配管

シフト



アクシデント・インシデント
【アクシデント】：1件 車の事故:１件→配管工事で駐車場に大きな穴がありそれ避けるため外壁側に寄
せて進入し左後輪ドアに傷。自損事故。けが人なし。

👉修理。何らかの事情で駐車が難しい場合は近隣駐車場に駐車するよう指導した。

【インシデント】の内訳：

●内服：14 件 誤薬１件、落薬２件、配薬ミス２件、セットミス４件、服薬忘れ５件

●配管詰まり：４件 ２号館台所の排水不良、２階トイレ詰まりにて汚水あふれ

１号館汚水桝溢水、配管交換、３号館トイレ詰まり

👉トイレットペーパーの適正利用、汚水桝定期点検、清掃実施

●利用者から他利用者に対して暴力があった：何度注意しても改善がみられなかった為、被害者の方に他
の棟へ引っ越していただいた

●シフト調整ミス:１件→シフトを組んだ後に出勤できないことの連絡を受けたが

シフト変更できておらず、夕勤の人員配置ができていなかった。幸い事故なく経過。遅い夕食提供。

👉変更依頼をした者と依頼を受けた管理者双方でシフト表が変更できているか追跡していくこととした。

●夜勤未配置：１件→朝、利用者から電話があり発覚。22時～の勤務でシフト日を勘違いしており配置で
きなかった。

👉夜勤者は、明けに、グループLINEで申し送りをしその日の勤務者をメンションして知らせることとし
た。メンションされた職員はリアクションすることで勤務確認することとした

👉夕勤者からも連絡なく夕勤者にも連絡するよう指導した。



R８年度ご利用者様からの声
１か月に１回くらい

イベントがあれば もっと、買い物に連れて もっと話を聞いてほしい

いいなあ 行ってほしい

ぜんざい食べたい

クリスマス会と バーベキューしてほしい

ハロウィンは絶対やってほしい お風呂入れないとき

手伝ってほしい

ケーキもっと食べたい 朝忙しいので

洗濯の時間に困る

。

朝起きれないことが

コーヒーバリスタの

場所を あるので起こしてほしい バーベキューして欲しい

移動させてほしい 。



R7年度近隣住民からの苦情
〇苦情：台風の時にごみ箱が家の方に飛んできた

●対策：ご迷惑をおかけしたことを謝罪し、ごみ箱の位置を変更。

飛ばされることのないようにした。その後は特に問題ないとのこと

〇苦情：大声を出されると眠れず不眠になる

●対策：ご迷惑をおかけしたことを謝罪し、極力声を荒らげないよう

注意を払うことをお伝えするとともに重度の障害をお持ちの方で

理解が難しいことをお伝えした。今のところは問題ないとのこと

〇苦情：送迎車の停車時は、うるさいのでアイドリングストップしてほしい

●対策：ご迷惑をおかけしたことを謝罪し、通所先に協力依頼した。今のところ問題なし。

〇苦情：誰かが、家に来るたびにベルが鳴ってうるさい。やめてほしい

●対策：ご迷惑をおかけしたことを謝罪した。

離設防止対策のため設置しているが来訪者も多く頻回に鳴る状況。

ベルの位置をリビングへ移動し、近隣の方のご迷惑にならぬよう対策した。

その後伺うと、「全然大丈夫」「他のお宅だったかもしれない」との事だった。

【まとめ】：地域の中で暮らしていく中でこちら側の事情を押し付けることのないよう

相手の立場に立った行動がとれず配慮に欠けていたことに気付いた。

今後は、事前に相談させていただき友好なご近所付き合いに努めたい。



グループホームの利用料改定について
【1号館】 【2号館】 【3号館】 【4号館】

★家賃:１人500円ずつUP ★家賃:そのまま ★家賃：そのまま ★家賃：そのまま

101様:22500円 101様:27000円 101様：36000円 101様：33000円

201様:20300円 201様:25000円 201様：33000円 201様：33000円

202様:17000円 202様:23000円 202様：33000円 202様：24000円

203様:24700円 203様:31000円 203様：33000円

205様:29000 円

★光熱水費:15000円 ★光熱水費：15000円 ★光熱水費:15000円 ★光熱水費：15000円

★食材費:1食50円UP ★食材費：1食50円UP  ★食材費：1食50円UP ★食材費：1食50円UP 

朝:400円 朝:400円 朝：400円 朝：400円

夕:600円 夕：600円 夕：600円 夕：600円

★日用品費:2000円値上げ ★日用品費: ★日用品費： ★日用品費：

5000円 5000円 5000円 5000円
★修繕積立費:新設 ★修繕積み立て費:新設 ★修繕積立費：新設 ★修繕積立費：新設

3000円 3000円 3000円 3000円



質疑応答
◎徳洋福祉会D様より

◎4号館お隣C様より

◎保護者代表B様より

◎利用者代表A様より



閉会挨拶

本日は、お忙しい中お時間いただき誠にありがとうございました。

障害をお持ちの方の地域での生活を支えることは、当方だけの力では到底

実現できないことでございます。

引き続き、

ご利用者様ご自身、ご家族様、ご近所の方々、医療や福祉の関係機関の方々の

お力添えを賜りたく存じます。

また、何かお気付きのことがございましたら遠慮なくお申し付けください。

今後ともどうぞ、よろしくお願いいたします

R8.7.31 合同会社豊 代表社員 山根 久美子


